
 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは「やり切った」１学期でした 

                    校長 下山 敏晴   

プレハブの仮校舎で迎えた２年目の学校生活、ここ最近は過酷な猛暑の中の学校生活でした。それでも、保護者・地

域の皆様のご理解とご協力により、大きな事故もなく、無事１学期を終えることができました。皆様には感謝申し上

げます。また、４月の授業参観をはじめ、ＰＴＡ集会等には、多くの保護者の方々にご来校いただきました。旅行的行

事や１・２年生のスポーツ大会では、子どもたちの笑顔があふれ、中体連では、子どもたちの熱い思いを感じることが

できました。 

１学期を締めくくる今日の終業式では、子どもたちにこんなお話をしました。 

「・・・・この１学期、皆さんの頑張りを随所で感じることができました。まだまだもどかしい人間関係の中で行わ

れた旅行的行事では、協力することを通して、新しい仲間が増えました。先日行われた１・２年生のスポーツ大会で

は、競技だけではなく、応援にもクラスの団結が感じられました。また、中体連では一つ一つのプレーから熱い思いを

感じました。そして、ここにきて暑くて過酷なプレハブ校舎での、日々の生活・日々の学習に忍耐強く取り組みまし

た。皆さんはこの１学期、できることをやり切ったと胸を張ってください。 

１学期の最初にこんな話をしました。「発寒中学校の教育で大事にしていることの１つに、Ｄ＆Ｉ（ダイバーシティ

＆インクルージョン）という言葉があります。ダイバーシティとは多様性、インクルージョンとは受け入れて活かす、

要するにみんなを認め合い、みんなが過ごしやすい学校を、みんなで作ろうという意味です。一人一人違っていいし、

自分らしくあっていいんです。自分とは違うどんな人も受け入れて、誰とでも仲良くできる柔軟な姿勢を身に付けて

ください。」１学期の皆さんの活躍を見ていると、多くの人が達成できたのではないかと思います。これからも、幅の

広い人間を目指して、変わり続けてください。 

この１学期に印象に残った話として、今年も中体連の話をさせてください。大会実行委員長を務めた関係で、サッ

カー部の試合を４試合観戦しました。発寒中サッカー部は、あれよあれよという間に全市３位まで登り詰めました。

なぜか？１つは、監督に聞いたところ、自分たちで考えて練習メニューを決めるそうです。言われたことをただ消化

するのでは、やらされている練習では、強くもうまくもなりません。これは最近の部活動の流れで、自主的に練習する

ということは大事なことです。 

もう１つは、昨年も同じことを言いましたが「凡事徹底」（ぼんじてってい：なんでもないような当たり前のことを、

徹底的に行うこと）という言葉が思い浮かびました。サッカー部の皆さんは、派手さはないのですが、常に冷静にボー

ルを運び、落ち着いた試合運びで勝ち続けました。やはり凡事徹底を貫いている人やチームが勝つということを感じ

ました。野球ならキャッチボールであり、バスケットボールならシュート練習であり、バレーボールならサーブ練習

かもしれません。また、素早く行動することや元気にあいさつすることかもしれません。堅実なプレーをするチーム

が勝つのではないかと思います。それはスポーツに限らず、勉強や日常生活にも通じることだと思います。特に３年

生は受験勉強があります。凡事徹底を貫いてください。陸上部の夏はまだ終わりません。水泳をはじめその他個人種

目もまだ中体連が続きます。合唱部もコンクールがあります。活躍を祈っています。 
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最後に、明日から１か月の長い夏休みに入ります。長期の休みには、時間がなくて普段できないことにぜひ挑戦し

てみてください。旅行、読書、サイクリング、スポーツ、料理、家の掃除、家の手伝い、ラジオ体操などなど。今年は

オリンピック観戦もありますね。もちろん勉強でも部活動でも構いません。疲れた人はゆっくり心も体も休めてくだ

さい。それでは、８月 26日の始業式には、全員が元気な姿で登校することを願っています。・・・・」 

最後に保護者の皆様へお願いです。札幌市教育委員会では、様々な生徒支援に役立てるために「１人１台端末心の

健康観察アプリ」を２学期から導入します。現在本校でも、試験的に２・３年生で実施しておりますが、我々教職員

は、これだけに頼るのではなく、日々生徒と接する中で、生徒の変化を感じる「肌感覚」を最も大切にしています。長

期の夏休みは学校から離れ、お子様がご家庭に帰る時でもあります。普段はお子様と一緒に過ごす時間がなかなかと

れないのではないかと思います。ぜひこの機会に学校の様子を聞いたり悩み事を聞いたりと対話を重ねてください。

夏休み中もお子様のことで気になることや校外生活で心配なことがございましたら、いつでも学校にご相談ください。 

 

 

夏季休業中（７月２６日～８月２５日）の電話対応について 

  

  夏季休業中（７月２６日～８月２５日）の電話対応時間については以下のようになっております。 

＊平  日  … ８：１５～１６：４５ 

＊土日祝日  … ８：３０～１６：００ 

＊夏季休校日（８月13日・14日・15日）… 終日転送電話 

                                ご理解とご協力をお願いいたします。 

                                                    

札幌市教育委員会から 

 

札幌市等では以下のような相談窓口を設置しております。 

◇ 子ども安心ホットライン（子ども虐待電話相談）     622-0010（24 時間） 

◇ いじめ電話相談（少年相談室）             0120-127-830（フリーダイヤル） 

◇ 全国統一の２４時間子どもＳＯＳダイヤル        0120-0-78310（フリーダイヤル） 

◇ 体罰・性被害相談窓口                 272-6034（10:15～16:45） 

◇ 少年相談１１０番（道警本部少年サポートセンター）   0120-677-110（フリーダイヤル） 

◇ 札幌市子どもの権利救済機関子どもアシストセンター   0120-66-3783（子ども専用ダイヤル） 

                             211-3783（大人用相談専用電話） 

                             assist@city.sapporo.jp 

 

≪８月の主な行事予定≫      

                    

26日(月) ２学期始業式        ［始業式］ 

     中期テスト(保体・技家)    ８月26日(月)始業式は標準服または略装登校となります。また、 

     教育実習開始(-9／13)    この日は給食があり、放課後活動も予定しております。 

27日(火) 休み明けテスト        

     生徒会役員選挙公示      

28日(水) 道徳講演会         

29日(木) 全校協議会          

  30日(金) 委員会・局会          
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